
令和７年度 川崎市学習状況調査 報告

報告事項No.２ 資料



目 次

第１章 川崎市学習状況調査の概要・・３
Ⅰ 調査の概要・・４

１ 調査の目的 ２ 調査の内容 ３ 調査の特色
Ⅱ 育成を目指す資質・能力・・１０

１ かわさき教育プランから

第２章 カリキュラムセンター、分析委員会による分析・・１２
Ⅰ 小学校の全市結果と分析、手立て・・１３

１ 各教科の結果概要 ２ 小学校 国語科 ３ 小学校 算数科 ４ 小学校全般を通しての状況と授業改善のポイント
５ 他教科等の分析と手立て

Ⅱ 中学校の全市結果と分析、手立て・・５１
１ 各教科の結果概要 ２ 中学校 国語科 ３ 中学校 社会科 ４ 中学校 数学科 ５ 中学校 理科 ６ 中学校 英語科
７ 中学校全般を通しての状況と授業改善のポイント ８ 他教科等の分析と手立て

Ⅲ 学習意識調査の結果・・１１７
１ 学習の理解度 ２ 学習の好感度 ３ 学習への意識

Ⅳ 調査結果のまとめと手立て・・１２７
１ 調査結果の成果と課題 ２ 今後の手立て

Ⅴ 結果の一覧・・１３０
Ⅵ 今後の各種事業の取組について・・２１４

１ 研究会・研究部会の各事業 ２ 教育委員会の各事業

第３章 教育委員会事務局各部署による分析・・２２５
Ⅰ 政策推進・・２２６ Ⅱ 人権・多文化共生教育・・２３４ Ⅲ 情報・視聴覚センター・・２３７

第４章 ９月２６日担当者説明会とモデル校の取組より・・２３９
Ⅰ 担当者説明会・・２４０ Ⅱ モデル校の事例・・２４３

2



第１章 川崎市学習状況調査の概要

3



第１章 Ⅰ 調査の概要

4



第１章 川崎市学習状況調査の概要

Ⅰ 調査の概要

１ 調査の目的
〇児童生徒、保護者は、学習の取組を振り返り、課題を的確に把握し、学習改善に生かす。
〇学校は、学校教育目標等で示した資質・能力の育成に向けて、調査結果を分析し、個に応じた指導や学校（学年）での
授業改善、教育課程編成等に生かす。

〇校長会、各研究（部）会は、教育委員会と連携して全市的な結果の分析と授業改善の具体的な手立て、個に応じた指
導の手立て等を研究し、説明会や各研究（部）会の事業等で教員に伝達する。

〇教育委員会は、全市的な児童生徒の学習状況を経年調査することにより、学習状況を把握・分析し、教育施策の成果
と課題を検証し、その改善を図る。

２ 調査の内容
〇教科調査 小学校 国語・算数 中学校 国語・社会・数学・理科・英語

調査の目的に基づき、学習指導要領に定める内容のうち、ペーパーテストで調査を行うことが適当な項目に
ついて調査を実施しました（前年度までの学習範囲）。

〇学習意識調査
児童生徒の学習や生活に対する意識等について明らかにするために、児童生徒を対象とする調査を実施し

ました。
〇調査の対象及び人数

市内全市立小学校の第４学年 11,802名、第５学年 11,850名、第６学年 11,600名
市内全市立中学校の第１学年  9,499名、第２学年  9,149名、第３学年  9,086名

〇調査実施期間 令和７年４月８日（火）～２５日（金）
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毎年異なる問題ではあるが、同一学年の平均正答率が毎年同
等となるように設計したもの。例に挙げた小４は、ここ３年間の
平均正答率が７割程度
例

 例 

R5 参加自治体全体 

平均正答率 

R6 参加自治体全体 

平均正答率 

R7 参加自治体全体 

平均正答率 

小４ 70.0 71.6 68.9 

 

３ 調査の特色

〇IRTに基づく出題
川崎市学習状況調査では、小４から中３までの６

学年に対象を拡充し、児童生徒一人ひとりや学年、

学校の実態について経年で比較することが可能と

なります。これは、IRT（項目反応理論）に基づく調

査問題で、毎年同学年で同程度の難易度となる新

しい問題を作成するため、参加自治体全体と比較

することで児童生徒一人ひとり、学年の過年度と

比較しやすくなるからです。

例えば、令和５年度の小４の結果から授業改善や

学習改善を図り、次年度に同一母集団である令和

６年度の小５の結果を４年次と比較し、これまでの

取組を振り返り、成果や課題を明確にして、更なる

手立てを考えるなど、児童生徒一人ひとりや学年、

学校の実態に応じた指導が行いやすくなります。ま

た、令和５、６年度の小４のように同一学年の比較

も可能です。調査結果については、各教科の結果と

学習意識調査の結果について、経年的に学習状況

が「見える化」されるので、学校や学年、児童生徒

の実態に応じた手立てが、より行いやすくなります。 6



調査対象 ○小学校第４学年～中学校第３学年

調査教科 ○小学校 国語・算数 学習意識調査 中学校 国語・社会・数学・理科・英語 学習意識調査

実施時期
○小中ともに４月始業式翌週の４月８日（火）～２５日（金）のうち各学校が設定する。 学校の実態に応じて

複数日での実施や学年ごとの実施なども考えられる。

作問・採点
○業者がIRT（項目反応理論）に基づく問題を作成し採点する。

→問題の難易度などについて事前調査を行い、検証を経て出題する。毎年新しい問題でありながら同学年で同程
度の難易度となり、経年で比較・分析が可能になる。

学習意識調査
○業者が提供する、学習と相関の高い項目と、川崎市独自の項目として、自己肯定感や地域への愛情等の

項目

配布資料等
○児童生徒に個人票、学校に学年票（ともに紙帳票）配布
○個人の結果とＧＩＧＡ端末の学習ソフトが連携

学校報告書
○これまでの学校報告書の取組を受け継ぎつつ、川崎市学習状況調査を中心に作成する。６学年（小学校は

４・5・６年、中学校は１・２・３年）の結果を掲載し、それぞれの学年での取組、「（教科が）わかる」の数値を
掲載する。併せて、全国学力・学習状況調査の結果（小６・中３）も該当学年で掲載する。

川崎市学習状況調査の概要

〇Weｂシステム(SYEN)について
Weｂ分析システム「SYEN」からは、多様なデータを読み取ることができます。

示されるデータ例
・調査結果を出題形式や「知識・技能」「思考・判断・表現」の観点別に集計したデータ
・設問ごとの各正答率のデータ
・各設問において全市の受検者の上位から２５％ずつをＡ～Ｄ層の４層に分けたＡ～Ｄ層の正答率 など

〇ＧＩＧＡ端末との連携
調査結果のデータはＧＩＧＡ端末内の学習ソフトと連携します。児童生徒一人ひとりの調査結果に応じて、学習

ソフトから児童生徒に適した問題が自動生成され、学習改善に生かすことができるようになりました。 7



〇分析方法について

・4層分析について
調査の目的の実現に向けて、より詳しい学力層別の傾向や状況を把握し、各層に適した支援や学習改善、

授業改善に生かすために、4層分析を行っております。
教科調査は、川崎市内の受検者を、教科ごとに調査結果の高い者から並べ、意識調査は、小学校は2教科、

中学校は5教科の合計点で並べ、上位からおおむね25％ずつをA～D層の4層に分けたものです。教科調査
の数値はA～D層のそれぞれの平均正答率を示しています。意識調査の数値は肯定的な回答割合（「よくわ
かっている」「まぁわかっている」等）を示しています。

各層の学習等に関するデータや各層間の差、同一母集団の経年変化などに着目して、取組の成果や課題を
捉えていきます。

・表の見方について
【C-D層の差】

例. ４層分析 と C-D層間の差（小学校国語の平均正答率）

小 国語
川崎市学力層別

A層 B層 C層 D層 C-D差

R7・小４ 96.7 86.7 74.2 44.7 29.5

R7・小５ 90.6 76.4 62.2 40.1 22.1

R6・小４ 90.0 76.5 63.2 38.3 24.9

R7・小６ 91.8 80.5 67.8 44.7 23.1

R６・小５ 86.4 71.5 57.9 36.4 21.5

R5・小４ 93.2 82.3 70.4 44.7 25.7

令和7年度小学校6年生における
（C層の平均正答率）－（D層の平均正答率）
＝ 67.8 － 44.7
＝ 23.1
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【経年比較】
例. 【理解度】同一母集団の４層ごとの経年変化（小学校4教科平均）

年度・学年 学年の平均値 Ａ層 Ｂ層 Ｃ層 Ｄ層

R7 ・ 小４ 84.7 94.5 90.3 83.7 70.7 

R7 ・ 小５ 85.3 96.0 90.7 84.6 69.9 

R６ ・ 小４ 85.4 94.7 89.7 84.4 72.5

R７ ・ 小６ 83.9 96.2 90.3 81.8 67.6 

R６ ・ 小５ 85.3 96.2 90.7 84.0 70.5

R５ ・ 小４ 85.6 94.7 90.1 84.7 72.6

－2.6

令和7年度小学校5年生D層の前年度との経年比較（差）
（令和7年度小5D層の肯定的回答率）－（令和6年度小4D層の肯定的回答率）
＝ 69.9 － 72.5
＝ －2.6

【全体（参加自治体全体）との比較】
例. 令和7年度小学校2教科平均正答率の全体との差

R7
２教科平均正答率

川崎 全体 差

小４ 73.7 72.7 +1.0

小５ 69.2 68.1 +1.1

小６ 68.3 66.9 +1.4

令和7年度小学校6年生2教科平均正答率の全体との差
（令和7年度市の6年生の2教科平均正答率）

－（令和7年度全体の6年生の2教科平均正答率）
＝ 68.3 － 66.9
＝ ＋1.4
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Ⅱ 育成を目指す資質・能力
１ かわさき教育プランから

本市ではかわさき教育プランの基本政策Ⅱの「施策１」に学習状況に係る目標等が示されています。川
崎市学習状況調査の結果を基に、プランで示されている資質・能力の育成に向け、授業改善や各種事業
の改善に取り組んでいきます。カリキュラムセンターでは、各教科の分析を基に、複数の教科に関わる資
質・能力の視点での授業改善の視点等をお示しします。

〇かわさき教育プラン
基本理念 「夢や希望を抱いて生きがいのある人生を送るための礎を築く」
基本目標 「自主・自立」 変化の激しい社会の中で、誰もが多様な個性、能力を伸ばし、充実した人生を主体的に

切り拓いていくことができるよう、将来に向けた社会的自立に必要な能力・態度を培うこと「共生・協働」
個人や社会の多様性を尊重し、それぞれの強みを生かし、ともに支え、高め合える社会をめざし、共生・協
働の精神を育むこと

基本政策Ⅱ 学ぶ意欲を育て、「生きる力」を伸ばす

政策目標 子どもたちの学ぶ意欲を高め、「確かな学力」「豊かな心」「健やかな心身」をバランスよく育み、将来の
予測が難しい

社会を生き抜くために必要な「生きる力」を確実に身につけることをめざします。
施策１．確かな学力の育成

「確かな学力」を育成するには、「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」をバランスよく育み、主体
的に学習に取り組む意欲を養うことが必要となります。

特に、川崎市学習状況調査では、学習状況の観点である「知識・技能」、「思考・判断・表現」に係る調査結
果も示されますので、この２つの点を中心に、学習意識調査の結果も踏まえながら分析しました。
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第２章 カリキュラムセンター、分析委員会
による分析あ
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第２章 Ⅰ 小学校の全市結果と分析、手立て
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第２章 Ⅰ １ 各教科の結果概要
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Ⅰ 小学校の全市結果と分析、手立て
１ 各教科の結果概要（国語･算数） ※値は平均正答率(%)

○全体との比較（令和７年度の結果）

R7
２教科平均正答率

川崎 全体 差

小４ 73.7 72.7 +1.0

小５ 69.2 68.1 +1.1

小６ 68.3 66.9 +1.4

R7
国語 平均正答率 算数 平均正答率

川崎 全体 差 川崎 全体 差

小４ 75.6 74.0 +1.6 71.8 71.4 +0.4

小５ 67.3 65.5 +1.8 71.1 70.7+0.4

小６ 71.2 70.6 +0.6 65.3 63.2 +2.1

○同一母集団の経年比較（令和５年度から令和７年度）
小学校 ２教科平均正答率

川崎と全体の平均正答
率を比較すると、本市の
各教科、各学年は、全体
より0.4から2.1ポイント

上回っています。

川崎と全体の平均正答率の差を見ると、令和５年度の
小４は全体より0.6ポイント下回っていたのが令和７年度
には1.4ポイント上回っています。
次年度からは3年間の経年での結果が見られる母集団
が増えていきます。

川崎と全体の平均正答率の差

R5 小4 R6 小4 R7 小4

小6 ＋1.4

小5 ＋0.7 ＋1.1

小4 －0.6 ＋0.4 ＋1.6

平均正答率は、すべての学年、教科で参加自治体全体を回っている。

全体との差について同一母集団の経年変化を見ると、学年が上がるにつれて良くなっている。
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○４層分析 と C-D層間の差  ※「A層」「B層」「C層」「D層」の欄は平均正答率(%)を、

 「C-D差」の欄はC層とD層のポイントの差を表しています。

小 国語
川崎市学力層別

A層 B層 C層 D層 C-D差

R7・小４ 96.7 86.7 74.2 44.7 29.5

R7・小５ 90.6 76.4 62.2 40.1 22.1

R6・小４ 90.0 76.5 63.2 38.3 24.9

R7・小６ 91.8 80.5 67.8 44.7 23.1

R６・小５ 86.4 71.5 57.9 36.4 21.5

R5・小４ 93.2 82.3 70.4 44.7 25.7

小 算数
川崎市学力層別

A層 B層 C層 D層 C-D差

R7・小４ 91.9 82.5 70.9 41.8 29.1

R7・小５ 94.0 83.4 69.1 37.9 31.2

R6・小４ 93.3 82.3 69.4 40.9 28.5

R7・小６ 95.0 79.2 58.6 28.4 30.2

R６・小５ 90.9 74.1 56.1 28.6 27.5

R5・小４ 91.1 79.5 66.7 39.8 26.9

２教科
平均

川崎市学力層別

A層 B層 C層 D層 C-D差

R7・小４ 94.3 84.6 72.6 43.3 29.3

R7・小５ 92.3 79.9 65.7 39.0 26.7

R6・小４ 91.7 79.4 66.3 39.6 26.7

R7・小６ 93.4 79.9 63.2 36.6 26.6

R６・小５ 88.7 72.8 57.0 32.5 24.5

R5・小４ 92.2 80.9 68.6 42.3 26.3

13.5 26.615.8層間の差

※令和７年度の小６は、A-B層間が13.5ポイント、
B-C層間が15.8ポイントで、C-D層間の26.6

ポイントが一番大きく開いている。

【小学校の調査結果全体について】
平均正答率について、川崎と全体との差に着目すると、

全教科、全学年で全体を上回りました。また、同一母集団
の平均正答率を、同様に川崎と全体との差に着目して経年
比較すると、学年が上がるごとに改善される結果でした。

4層分析の各層間の差に着目すると、どの学年もC-D層
の差が最も大きく、引き続き、学習の際の疑問や関心につ
いて確認し、問題を解決していく授業の展開が大切です。

他の層間よりもC-D層間が大きく開いている。
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第２章 Ⅰ ２ 小学校 国語科
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【4年知識・技能】

知識・技能の分析と授業づくりのアイデア例

【知識・技能】

 全体の正答率は８３．７％です。正しいローマ字の表記を選ぶ問
題で、D層の誤答や無解答率が高くなっています。３年生で学習し
たローマ字学習の定着を改めて確認する必要があります。

【大問５（１）の正答率】

 本文の文中の「苦手」の「手」と同じ読みとなるものを選択する
問題です。 ４層分析ではパターンⅢとなっており、D層の無解答
率の高さも課題です。既習漢字の音読み・訓読みの両方の読み方
や、前後の文脈から言葉の意味を捉える力が必要です。

【授業づくりのアイデア例】

○漢字学習での例文づくり
 漢字学習では、ただ暗記させるのではなく、意

味と使い方をセットで理解させる指導が効果的

です。「音読み」「訓読み」それぞれを用いた例文
を書かせる活動などが考えられます。

 教科書の巻末にある「これまでに習った漢字」
の一覧から、既習漢字を使った「音読み」「訓読
み」の例文づくりも考えられます。

○日常・他教科等での活用

 日記や振り返りなどを書く場面では、わからな
い漢字について、漢字辞典を用いて、意味や使
い方を自分で調べ、意識的に漢字を使うように
指導します。漢字のもつ「意味で伝わるよさ」「文
を短く簡潔にできるよさ」などを感じさせること
で、日常の中でも既習漢字を積極的に使う習慣
が身に付くようにします。

 また、語彙の習得には、教室に語彙の掲示をし

て言語環境を整えることも、発言やスピーチ活動
の際の手助けになり有効です。

４年生
漢字と語彙の力を高めるために

A層 B層 C層 D層
A-D層
の差

令和7年度・小４ 83.7 98.8 93.2 85.2 57.6 41.2

年度・学年 川崎市
川崎市学力層別

A層 B層 C層 D層
A-D層
の差

令和7年度・小４ 69.0 97.4 81.8 62.6 33.8 63.6

年度・学年 川崎市
川崎市学力層別

【
正
答
】
２
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思考・判断・表現の分析と授業づくりのアイデア例

【思考・判断・表現】
 4層分析の結果から、C-D層の差が30.8ポイント離れていま

す（A-D層の差は58.8ポイント）。また、記述式の問題に対しての

D層の無解答率が高い傾向にあります。

【大問１(３)の正答率】
 この問題は、「話し手の発表に対する質問の意図を選ぶ」問題で

す。「思考・判断・表現」問題の傾向と同様、C-D層に開きが見られ
ます（25.2ポイント）。聞きたいことの中心を明確にして聞いたり
質問の意図を理解したりすることができていない可能性がありま
す。

A層 B層 C層 D層
A-D層
の差

令和7年度・小４ 70.5 95.3 82.5 67.3 36.5 58.8

年度・学年 川崎市
川崎市学力層別

A層 B層 C層 D層
A-D層
の差

令和7年度・小４ 70.4 96.6 80.4 64.6 39.4 57.2

年度・学年 川崎市

川崎市学力層別

【授業づくりのアイデア例】

◯目的をもって聞く

 友達の話を聞く前に、聞いた後でわからない点

や確かめたい点を質問する場があることを確認

し、聞く構えをもたせます。

 友達の話を聞いた後の交流を通して、「知りた

かったことや尋ねたかったことを基にして、相手

の話の内容を詳しく捉えることができたか」とい

う視点で振り返ることで、聞きたいことの中心を

明確にして聞くことを意識できます。

◯日常・他教科等での工夫

 日常的・継続的にスピーチ活動を行うことが、

「話す・聞く」力を高めるためには効果的です。友

達のスピーチに対して「何をもっと知りたいのか」

を含めて質問し、聞きたいことの中心を明確にし

て聞くことを大切にします。

 他教科等でも、問いをもった時に「どのような

目的で聞くのか」などを確かめて聞くことで、質

問の意図を言語化することになります。

聞きたいことの中心を明確にして聞くために

【
正
答
】
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知識・技能の分析と授業づくりのアイデア例

【知識・技能】

 全体の正答率は６９．８％で、パターン判定はⅢです。特にD層

にとっては、漢字を書くことや言葉と言葉の関係の理解に課題が
あります。

【大問５（２）の正答率】
 この問題は「およそ」が修飾している言葉を選ぶ問題です。D層

は無解答率も高く、修飾と被修飾との関係を捉えられていません。
低学年での主語と述語の関係についても振り返りながら、文の中
での語句の役割や、語句相互の関係に気を付けて、文がどのよう

に組み立てられているのかを理解することが大切です。

【授業づくりのアイデア例】

〇低学年から学習を積み上げる
低学年の指導では主語と述語が照応すること

が大切です。中学年ではこのことについての理
解を深め、修飾語がどこに係るのかという修飾
と被修飾との関係にも気を付けて、文の構成を
理解することが大切です。文章の内容を理解す
る場合だけでなく表現する場合にも、文がどの
ように組み立てられているのかを理解すること

が重要です。
〇誰に向けて、何のために表現するのか

よりよい表現になるように相手や目的を意識
して書いたり、推敲したりする活動を設定します。
主述の関係、修飾と被修飾との関係に気を付け
自分の文章を見直す必要性をもたせます。
〇修飾語の例示を

修飾語を活用することで自分の思いや考えに
合う表現に近づくことができます。修飾語の例
示をし、自らが選択して主体的に活動していく
支援の工夫が必要です。子ども自身が「書けた」
という自信をもつ学習経験を増やしていきます。

５年生

相手にわかりやすく伝えるために
年度・学年 川崎市

川崎市学力層別

A層 B層 C層 D層
A-D層
の差

令和7年度・小５ 69.8 92.5 79.0 65.7 42.0 50.5

年度・学年 川崎市
川崎市学力層別

A層 B層 C層 D層
A-D層

の差

令和7年度・小５ 71.0 97.0 85.5 64.4 37.1 59.9

【
正
答
】
１
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思考・判断・表現の分析と授業づくりのアイデア例

【思考・判断・表現】

 ４層分析ではパターンⅢ（C-D層の差が20.7）となっています。
領域別にD層の正答率見ると、話すこと・聞くことでは60％を超

えていますが、書くこと、読むことでは、30％を下回っています。

【大問４（３）の正答率】
この問題は「考え方の変化をまとめた文を書く」問題です。

D層の正答率が10％を下回り、さらに無解答率はC層40.4％ 、
D層70.8％となっています。記述式問題への苦手意識や条件に
合わせて文を書くことに慣れていないことが考えられます。

【
正
答
】
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【授業づくりのアイデア例】

○学習課題の設定
 物語全体を読んで捉えなければ解決できない学

習課題を教師が設定します。指導事項に即して教
材研究を行い、子どもが関心をもてる課題を考え
ることが重要です。
○複数の叙述を結びつける
 叙述から、どのように気持ちが揺れ動いたのか、

きっかけとなる出来事は何かを読み取ります。そし
て、複数の叙述を結び付けながら、気持ちがどの
ように変化しているのか想像します。高学年では、 
行動や会話、情景などを通して暗示的に表現され
ている心情を考えることも大切になります。
○一人読みと共有

 一人読みで課題に迫った後、友達と読みを共有
します。共有する中で、多様な読み方を学んだり、

新たな視点で考えを広げたりします。その後、課題
に沿って再読する時間を取るようにします。
○日常的に

 国語の学習に限らず、キーワードを用いたり、字
数を決めたりして考えを書いてまとめるなど、自
分の考えを書くことを習慣化する必要があります。

A層 B層 C層 D層
A-D層
の差

令和7年度・小5 65.3 89.1 74.2 59.2 38.5 50.6

年度・学年 川崎市
川崎市学力層別

A層 B層 C層 D層
A-D層
の差

令和7年度・小5 55.5 97.8 77.5 40.4 6.4 91.4

年度・学年 川崎市
川崎市学力層別

登場人物の気持ちの変化を捉えるために
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知識・技能の分析と授業づくりのアイデア例

【知識・技能】
全体の正答率は７１．０％で、A層とD層の差が４１．５ポイントで

した。特に漢字の書き取り問題では、無解答率がC-D層で高く、
漢字の定着を改めて確認する必要があります。

【大問5（2）の正答率】
熟語の構成について問う問題では、誤答の分析から、熟語の成

り立ちについての理解が十分に定着していないことがうかがえま
す。特に、熟語には複数の構成があることを児童が理解していな
い可能性があり、それぞれの構成を意識した学習が求められます。

中
略

中
略

【授業づくりのアイデア例】

〇繰り返し学ぶ必要性
この題材は、２年「かん字の読み方」、３年「漢字

の音と訓」、４年「じゅく語の意味」、５年「熟語の読
み方」の学習を土台としています。6年生では、そ
れらを踏まえて「熟語の成り立ち」を整理・体系化
することが求められます。
◯熟語の構成のグループを名付ける

児童の言葉で、熟語の構成のグループに名前を
付け、親しみやすくします。「似たもの同士グルー
プ」、「反対グループ」など、わかりやすい熟語から
考えることで、D層の児童も取り組めるようにしま
す。その上で、目的・材料（「花束」＝花の束）、動作・
目的（「登山」＝山に登る）の熟語にも名前を付けて
いきます。 また、熟語を分類し、名付ける活動を
通して、熟語の構成の理解を深め、活用力の向上
を図ります。
◯学びを広げ、日常生活に生かす

難しい熟語でも、音訓読みの知識を活用するこ
とで意味を推測することができます。読書などで
出合った知らない言葉に対しても、推測しながら
読み進めることで、語彙を広げ、読みの深まりにも
つなげることができます。

６年生
文字や言葉に興味をもつ授業づくり

【
正
答
】
２
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思考・判断・表現の分析と授業づくりのアイデア例

【思考・判断・表現】

 全体の正答率は７１．３％でパターンⅢです。主にD層の児童を
中心に記述式の問題の正答率が低い傾向にあります。

【大問５(３)の正答率】

 この問題は「報告する文の下書きを読んで、資料から読み取れ
ることを具体的に入れて書き直す」問題です。パターンⅠなので、
多くの児童に課題があります。図表などを用いて自分の考えが伝
わるように書き表す力が必要になります。また、A層以外の無解
答率が高いため、書くことへの抵抗感があることがわかります。

問題を掲載

【授業づくりのアイデア例】

〇文章と図表などを結びつけて読む
 まず、図表などを使った文章のよさを感じるこ

とが大切です。図表などを使った文章を読み、文
章と図表などとの対応を捉え、その効果について
感じたことや考えたことを友達と交流するように
します。図表などが文章のどの部分と結びつくの
か明らかにすることが大切です。

 文章や図表などから読み取ったことだけでなく、
そこからわかったことや考えたこととつなげる力
をつけることも必要です。全体で交流しながら、
まとめの一文を考える活動も考えられます。

〇書いて伝えたいと思える単元づくり

身近な事柄や地域素材を生かした課題を設定し、
目的意識や相手意識をもって自分事として取り
組めるようにします。総合的な学習の時間と関連
させて書くことも考えられます。書いた文章と図
表などがどう対応しているのか、友達と読み合い
ながら吟味することも大切です。

A層 B層 C層 D層
A-D層
の差

令和7年度・小6 71.3 93.1 82.0 68.1 41.9 51.2

年度・学年 川崎市
川崎市学力層別

A層 B層 C層 D層
A-D層
の差

令和7年度・小6 42.5 82.6 48.5 29.3 9.4 73.2

年度・学年 川崎市
川崎市学力層別

図表などを用いて自分の考えを伝えるために

資料２
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主体的に取り組む態度の分析とアイデア例

【質問内容】
 友だちが書いた文章や話したことを参考にして、自分にはない

新しい考えや自分とは違う考えを持とうとしている。

【分析結果】
 昨年度と同様、８０％以上の児童が、肯定的な回答をしていま

す。友だちと考えを共有し、新しい考えや違う考えを受け入れるこ
とで、自分の成長につなげようとする意識が身についています。
しかし、A-D層の差を見ると、どの学年も小４が一番ポイント差が
少なく、学年が上がるにつれて少しずつA-D層の差が広がってい
ることがわかります。Ｄ層の児童が協働的な学びの中で、自己の
成長を感じられるような授業を心掛けることが必要です。

【授業づくりのアイデア例】

○自分事として捉える
 「話すこと・聞くこと」や「書くこと」の単元では、
総合的な学習の時間や日常活動と関連させるこ
とが大切です。児童にとって必要感のある題材を
取り上げ、課題を設定することで、児童の主体性

を引き出すことができます。また、「読むこと」の
単元では、目的をもって読むための課題提示や、
自ら解決したいという思いが膨らむ問いが生ま
れるようにすることが求められます。

○協働的な学びを通して
 友だちと考えを共有する場では、相手の意見が

わかる資料を手元に用意して話し合ったり、付箋
にコメントを書いて渡したりする活動が考えられ
ます。協働的な学びを通して、自分の考えを広げ
たりまとめたりする喜びが感じられるように工夫
することが大切です。

自分にはない新しい考えや
自分とは違う考えを受け入れるために

A層 B層 C層 D層
A-D層
の差

令和7年度・小４ 86.8 91.1 90.3 87.3 77.6 13.5

令和7年度・小５ 83.3 91.4 85.9 81.5 74.0 17.4

令和6年度・小４ 85.9 92.0 89.0 85.1 76.0 16.0

令和7年度・小６ 85.1 92.1 88.9 83.1 76.2 15.9

令和6年度・小5 85.0 91.7 87.1 84.4 76.3 15.4

令和５年度・小4 87.8 93.1 90.6 87.4 79.3 13.8

年度・学年 川崎市
川崎市学力層別
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意識調査の分析とアイデア例

【質問内容】
自分の意見や考えを相手にわかりやすく伝えることができる。

【分析結果】
 質問番号４５「自分の意見や考えを相手にわかりやすく伝える

ことができる」の調査結果から、どの学年もA層の肯定的な回答
割合が８０％近いのに対し、D層はA層より２０％程度下回ってい

ることがわかります。経年変化を見ると、C-D層の肯定的な回答
割合が下がり、AｰD層の差も小４から小６まで学年が上がるにつ
れ広がっています。このことから、自分の考えを適切に表現する
ための語彙の習得と、自分の意見や考えが明確に伝わるように話
の構成を工夫することに課題があることがわかります。

【授業づくりのアイデア例】

○語彙の習得
   語彙を習得するためには、たくさんの語彙と出
合う必要があります。学習、会話、GIGA端末など

の情報、身近な本からたくさんの言葉を集め、教
室掲示や児童のノートなどに記録しておくと良い
です。また、普段使っている言葉を違う言葉で言
い換えたり、語句を調べたりする時間を確保する
ことも大切です。一つの言葉から似た表現や関連
する言葉を探すことで語彙の引き出しを増やし、
言葉を広げることができます。

○話の中心や場面を意識して伝える力の育成
 話の中心や場面を意識して自分の意見や考え

を伝えるには、まず自分が伝えたいことを明確に
することが必要です。次に、それを支える理由や
具体的に説明するための事例を考えます。最後に、
話して良かった、伝わってよかったという達成感

をもてるように支援することで、身に付いた力を
肯定的に捉えることができるようになります。

相手を意識して
自分の意見や考えを伝えるために

A層 B層 C層 D層
A-D層
の差

令和7年度・小４ 69.4 79.3 72.3 67.1 58.9 20.4

令和7年度・小５ 66.8 79.2 69.3 62.8 56.1 23.1

令和6年度・小４ 69.5 79.4 72.1 66.5 59.9 19.5

令和7年度・小６ 65.7 80.3 71.5 61.2 49.9 30.4

令和6年度・小5 67.0 79.7 69.7 63.5 55.2 24.5

令和５年度・小4 71.6 79.7 73.5 69.1 64.1 15.6

年度・学年 川崎市
川崎市学力層別
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第２章 Ⅰ ３ 小学校 算数科
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知識・技能の分析と授業づくりのアイデア例

【知識・技能】

全体の正答率は79.7％で、パターン判定はⅢでした。特に次

にあげる問題３（３）の正答率は、次の通りとなっており、正答にた
どり着くことができないD層の児童が全体の約２５％いました。

【問題３(3)の正答率】

このような結果となる要因として、はかりの針が１ｋｇと
1200ｇの間にあることから、まず、単位を揃えて数の大きさを
捉えられていないことが考えられます。次に1目盛りが示す大き
さを正しく求められていないことが考えられます。このことにつ
いて授業づくりのアイデア例を右側に掲載します。

【授業づくりのアイデア例】

２年生の「1000より大きい数」で「数の線」（
数直線）を活用して数の大きさや順序について
考えることがあります。

 数直線は、十進位取り記数法に基づいた数の
構成、大小、系列などを表すことができます。常
に１目盛りがいくつかに着目することを意識し
て、下記のことを指導することが大切です。

 はかりの針の読み方については、数直線を曲
げて円形にしたものと捉えると、数直線と同様
に上記の①～③を生かして読み取ることができ
ます。

４年生

①900と1000に注目する。
②900と1000の間の目盛りの数を数える。
③１目盛りがいくつかを考える。

教育出版 小学算数2下P.82

誤答例：1006 1600

１目盛りがいくつかを考える
A層 B層 C層 D層

A-D層
の差

令和7年度・小４ 79.7 97.0 90.2 80.8 50.9 46.1

川崎市学力層別
年度・学年 川崎市

A層 B層 C層 D層
A-D層
の差

令和7年度・小４ 63.8 93.0 76.2 60.3 2.5 67.5

年度・学年 川崎市
川崎市学力層別
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思考・判断・表現の分析と授業づくりのアイデア例

【思考・判断・表現】

 全体の正答率は44.1％でパターン判定はⅢでした。特に次に
あげる問題６（２）の正答率は５．７％で、A層にとっても正答にた
どり着くことができない児童が約８０％いました。また、D層にお

いては、０％でした。

【問題６（2）の正答率】

 このような結果となる要因として、基準量のいくつ分として全

体量という見方・考え方に着目することが困難なことです。また、
場面と式・言葉・図が結び付かず、解決する方法の見通しが立て
られないことなどがあげられます。

 このことについて授業づくりのアイデア例を次のページに掲載
します。

A層 B層 C層 D層
A-D層
の差

令和7年度・小４ 44.1 74.2 55.6 36.2 10.2 64.0

川崎市
川崎市学力層別

年度・学年

A層 B層 C層 D層
A-D層
の差

令和7年度・小４ 5.7 18.7 3.4 0.7 0.0 18.7

年度・学年 川崎市
川崎市学力層別
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【授業づくりのアイデア例】

   ２年生の「かけ算の九九づくり」の単元で、同じ大
きさのまとまりに着目し、基準量のいくつ分として

全体量を求める場面があります。

 右上のように、図の考えを式で、式の考えを図で
説明するなど相互に関連付けたり、簡潔・明瞭・的確
といった観点でよりよい方法を吟味したりする対話
的な学びが大切です。このように、多様な考えを場
面・式・図などと言葉を関連付けることで、同じ数の
まとまりをつくって既習の九九を適用していること
を捉え、解決する方法の見通しをもつことができま
す。また、身の回りから乗法の場面を見つけて言葉

と式で表したり、乗法の式を読んでブロックやおは
じきの具体物を操作したりするなど、表現を相互に
結び付けることにより、実感を伴った理解が図れる
ようにすることが大切です。

場面・式・図などと言葉を関連付けて考える

牛にゅうは何本あるでしょうか。

教育出版 小学算数2下 P41
教育出版 小学算数2下 P42
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知識・技能の分析と授業づくりのアイデア例５年生

【知識・技能】

【問題３（３）の正答率】

 全体の正答率は75.6%で、パターン判定がⅢでした。問題３で
のD層の正答率は、(1)が約６割、 (2)が約５割なのに対し、（３）
は約1割でした。このことから、わり算に苦手意識をもつ傾向が見

られました。

 誤答分析では、無解答率が４１．６％でした。要因としてはジュー
スの本数から代金を求めることができるが、逆に代金からジュー
スの本数を求めることに戸惑ってしまうようです。このことから、
数量関係を多面的に捉えられる授業づくりが必要です。このこと
について授業づくりのアイデア例を次のページに掲載します。

A層 B層 C層 D層
A-D層
の差

令和7年度・小５ 75.6 96.6 88.6 74.8 42.3 54.3

年度・学年 川崎市
川崎市学力層別

A層 B層 C層 D層
A-D層
の差

令和7年度・小５ 62.2 97.7 84.8 52.9 13.4 84.3

年度・学年 川崎市
川崎市学力層別
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 ３年「□を使った式と図」で、図を用いて数量
の関係を捉え、乗法と除法の相互関係について
に考えさせることが大切です。

【授業づくりのアイデア例】

おもちが同じ数ずつ入ったふくろが、３ふくろ
ありました。おもちの数は全部で３６こでした。

この場面をお話にあわせて式に表しましょう。

式）□×３＝３６ ３６÷３＝□

□×３＝３６

３６÷３＝□

(こ)

(ふくろ)１ ３

？ ３６

×３

×３

÷３

÷３

0

数量の関係を多面的に捉える

 図と式と言葉を関連させながら話し合いを
進め、乗法の逆算が除法であることを理解させ
る必要があります。課題の場面を数直線などの
図で表し、立式する力や数量関係を多面的に捉
える力を養っていくことが大切です。

教育出版 小学算数３下 P６８

0
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思考・判断・表現の分析と授業づくりのアイデア例

【思考・判断・表現】

 全体の正答率は、５４．７％でパターン判定はⅢでした。特に次
にあげる問題７(２)の正答率は、１７．４％でパターン判定はⅠで
す。A層でも正解にたどり着くことができない児童が約半数でし
た。

【問題７(２)の正答率】

このような結果となる要因として、解法が何通りもある問題に
対して、場面の把握ができていないことが挙げられます。図・式・
言葉から具体的な場面を想像し、正しく把握する力が求められま
す。このことについて授業づくりのアイデアを右側に掲載します。

【授業づくりのアイデア例】

   ３年生「あまりのあるわり算」で教科書にある図

を使って説明をする場面があります。次の図や式
は、「ももが１７こあり、それを1袋に５個ずつ入れ
ると何袋にわけられるか」という課題に対する考
え方を表したものです。

  場面を把握する力をつけるためには、図や式か
ら、解法を説明する活動が効果的です。自分で解
法を考えるだけでなく、友だちが考えた図や式、
言葉からいったいどのように考えたのかを読み

取り、理解を深めることで、具体的な場面を想像
し、正確に捉える力を伸ばすことが期待されます。

 課題に対して問題解決に向かう思考の過程は
多様であり、様々な解法について共通点やつなが
りを見いだしながら理解を深めていくことが大切
です。

●●●●●
●●●●●
●●●●●
●●

５×１＝５ 12こあまる。
５×２＝10 ７こあまる。
５×３＝15 ２こあまる。
５×４＝20 ３こ足りない。

図や式・言葉から場面を把握する
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知識・技能の分析と授業づくりのアイデア例

【知識・技能】

 全体の正答率は67.5％で、パターン判定はⅢでした。特に次
にあげる問題４（４）イの正答率は次の通りとなっており、B層でも
正答にたどり着くことができない児童が約半数いました。

【問題４（４）イの正答率】

 誤答の分析では、計算ミスだと思われるもの、目盛りに書かれ
ている数字の意味を理解できず１００％を100冊と捉えてしまう
ものなどがありました。これらの要因は100という数値を見た時、

その数値が何を表しているのか考える経験が不十分だからだと
考えられます。場面に応じて数の意味を捉え直すことが大切です。
このことについて授業づくりのアイデア例を右側に掲載します。

【授業づくりのアイデア例】

 数値の意味の理解は、問題を読み解くときだ
けではなく、集団思考で互いの考えを理解し合
うときにも大切にしたい考え方です。

 次の問題は３年「あまりのあるわり算」の問題
です。

 この時、商とあまりを表す数の意味を問題場
面に立ち返って図や式に言葉を加えながら理解

を深めることが大切です。

 また、５年「単位量あたりの大きさ」では、１㎡
あたりにとれるじゃがいもの量なのか、１㎏の

じゃがいもがとれる面積なのか、図や式を読み
取ることで数値の意味の把握をできるようにす
ることも重要です。

６年生

はばが22㎝の本立てがあります。この本
立てに、あつさ３㎝の本を入れていきます。
本は何さつ入るでしょうか。

｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜

22㎝

3㎝ （１冊） １㎝ 

数値の意味を理解す
ることで本がもう入
らないことがわかる

教育出版 小学算数３上 P104

図や式・言葉を使い、数値の意味を考える

A層 B層 C層 D層
A-D層
の差

令和7年度・小６ 67.5 95.5 81.1 61.3 32.3 63.2

年度・学年 川崎市
川崎市学力層別

A層 B層 C層 D層
A-D層
の差

令和7年度・小６ 40.9 92.1 50.2 17.5 3.8 88.3

年度・学年 川崎市
川崎市学力層別
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思考・判断・表現の分析と授業づくりのアイデア例

 全体の正答率は58.0％でパターン判定はⅢでした。特に、次
にあげる問題６（２）の正答率は３０.0％となりパターン判定はⅠ
で、B層にとっても正答にたどり着くことができない児童が約７
割いました。

 誤答の中で多かったものは、無解答と「１㎡」という言葉を用い
た解答です。このような結果となる要因として、 場面の把握がで
きておらず、式の意味を捉えられていないことが考えられます。
このことについて授業づくりのアイデア例を次のページに掲載し

ます。

【思考・判断・表現】

【問題６（２）の正答率】

A層 B層 C層 D層
A-D層
の差

令和7年度・小６ 58.0 93.1 73.2 49.8 15.7 77.4

年度・学年 川崎市
川崎市学力層別

A層 B層 C層 D層
A-D層

の差

令和7年度・小６ 30.0 77.2 32.2 9.3 1.2 76.0

年度・学年 川崎市

川崎市学力層別
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【授業づくりのアイデア例】

 まずは、場面を絵に表すことから始め、アレイ図
→テープ図→線分図といったように、図の系統性

を意識しながら場面を捉えられるように指導する
ことが大切です。

 ２年生「図をつかって考えよう」では、問題場面
の把握で児童がつまずくことが想定されます。加
法と減法の相互関係を捉えるために、テープ図を

用いて問題場面を把握します。文章だけで判断す
ると、立式を誤ることがあります。テープ図のど
の部分が何を表しているのか、確認しながら学習
を進めていくことが大切です。また、場面を式で
表すことを通して、式が事柄や数量の関係を簡潔
に表すものであるという理解を深めるようにする
必要があります。

 ４年生「式と計算」では、式は計算の結果を求め

るための手段だけではなく、思考の筋道を表現す
る手段としても用いられることに気付かせ、式の
意味を理解し、そのよさを捉えられるようにして
いきます。

図や式・言葉から場面を把握する

はじめに１２人

ぜんぶで２８人

□人のってきた
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主体的に取り組む態度の分析とアイデア例

【質問内容】
   新しい問題を解くときに、これまでに習ったことをどうやって

使えば解けそうか、考えるようにしている。

【分析結果】
 この質問項目に対する肯定的回答割合は全て85％を超えてお

り、他の項目と比較しても高い数値といえます。これは、川崎市の
教師が既習事項を活用することを大切にしてきた成果といえます。
しかし、同一母集団の3年間の経年比較に着目すると、若干では
ありますが、学年が上がるにつれて数値が低くなっています。ま
た、Ａ‐Ｄ層の差も学年が上がるにつれて広がっています。これは、
学年が上がるにつれて学習内容が難しくなり、既習事項とのつな
がりがつかみ辛くなっていることなどが原因だと考えられます。

【授業づくりのアイデア例】

 未習事項の解決に向けて既習事項を想起する

習慣を身に付けるためには、少しずつ成功体験を
積むことが大切です。そのためには、日々の授業
の中で自力思考に入る前に見通しを立てること
が有効です。見通しには、どのような見方や考え
方をすればよいか、どんな図や式などを用いれば
よいかなど様々あります。このとき、数学的な見
方・考え方を意識させることが求められることか

ら、教師が学習する単元で子どもたちに働かせる
数学的な見方・考え方について深く理解しておく
ことが重要です。特にＤ層の子どもたちには、既
習事項を活用できるようにノートや教科書、掲示
等を確認する機会を設けたり、既習事項を活用す
る態度が身に付いている子どもから気付かせた
りすることが有効だと考えられます。また、既習
事項を活用したことを振り返らせ、価値付けを十

分に行うことで、次の学習につながることが期待
できます。

既習事項を活用する経験と価値づけ

算数教育研究会の資料が閲覧で
きます。数学的な見方・考え方が
わかりやすく掲載されています。

A層 B層 C層 D層
A-D層
の差

令和7年度・小４ 85.7 93.7 90.3 84.8 73.1 20.6

令和7年度・小５ 85.3 93.2 91.3 84.0 72.2 21.0

令和6年度・小４ 85.8 92.5 90.3 85.0 74.0 18.5

令和7年度・小６ 85.7 96.1 91.3 84.8 70.3 25.8

令和6年度・小5 86.2 95.0 91.1 85.6 72.4 22.6

令和５年度・小4 86.8 93.5 91.3 86.8 74.7 18.8

年度・学年 川崎市
川崎市学力層別
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意識調査の分析とアイデア例

【質問内容】４年(84)５年(84)６年（８７）

 算数・数学の授業で文章や式、図や表などを組み合わせて自分
の考えを説明したことがある。

【分析結果】
 3学年ともに、全体の70％弱の児童が肯定的に回答していま

す。 A-D層の差に着目すると30ポイント以上あり、学年が上がる
につれて広がっていることがわかります。また同一母集団の経年

変化からも同様の傾向が見られ、令和5年度･小4と令和7年度･
小6では、A-D層の差が27.3⇒43.1ポイントでした。これらのこ
とから、学年が上がるにつれて、算数が苦手な児童ほど、自分の
考えをもつことや、場面・図・式･言葉を関連付けながら自分の考
えを説明することに難しさを感じていると考えられます。

【授業づくりのアイデア例】

 低学年のうちから、場面と式、図、半具体物な

どを行き来しながら「この数はブロックのどの部
わか」などを明確にし、数や図、半具体物がもつ意
味を捉えさせることが大切です。また、具体物な
どの操作や、図と式を関連付けて言葉で説明する
ことを習慣付けていきましょう。

 中学年では、場面が複雑になりますが、場面と
式や図などを関連付けて捉える指導がより大切
になります。「この数は図のどの部わか」などと問
い返し、丁寧に指導することが求められます。

 高学年では、場面がより複雑になるとともに、
問題解決の過程を表現することが難しくなります。
特に、算数に苦手意識をもつ児童には、抽象的な
図で表したり、説明を受けたりすることに課題が

あると感じます。どの表現だと理解できるのか、
個に応じた柔軟な支援が大切です。

 すべての学年において、ペア学習などを意図的
に取り入れることも効果的です。振り返りに「図や
式に表すよさ」が表現されていたら、十分に価値
づけを行い、次の学習につなげていきましょう。

場面・式・図などと言葉を関連付けて考える

A層 B層 C層 D層
A-D層
の差

令和7年度・小４ 68.6 82.4 73.6 66.3 52.0 30.4

令和7年度・小５ 67.9 83.8 75.9 63.9 48.0 35.8

令和6年度・小４ 69.2 82.7 74.3 65.5 54.1 28.6

令和7年度・小６ 69.3 89.0 78.6 64.2 45.9 43.1

令和6年度・小5 69.9 87.9 76.7 66.1 49.0 38.9

令和５年度・小4 71.7 83.9 76.9 69.3 56.6 27.3

年度・学年 川崎市

川崎市学力層別
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第２章 Ⅰ
４ 小学校全般を通しての状況と授業改善のポイント

38



39

４ 小学校全般を通しての状況と授業改善のポイント

【状況】

○ 知識・技能を習得する際に、学習内容を繰り返し行うだけでなく、他の学習内容に取り組む際に
活用し、徐々に身に付けていくことが大切です。また、本質的な意味や導き出す方法について、
思考することやアウトプットすることが必要です。

○問題解決に向けて、与えられたいくつかの条件、状況を整理し、その内容に応じて、既習を想起
させ「学習のつながり」を意識することが大切です。また、学習内において、自身の学習状況を
理解し、自分に合った解決方法を見つけられるよう粘り強く取り組む態度を支援していくことが
必要です。

【授業改善のポイント】
○ 概念的な理解に向けて、言語や数量、図形、事象などの見方・考え方を働かせた言語活動の充実

を図ることが大切です。
○ 単元をデザインする際は、身に付けさせたい資質・能力を明確にすることが重要です。また、児
童が主体的に取組める学習場面を設定することが大切です。

〇教員は、児童同士をつなげる役割を十分理解し、授業に臨むことが必要です。そのために、学習
が苦手な児童が何につまずいているのかを的確に把握し、問題解決につながる意見を取り上げ、
学級全体で考えをつないでいくように授業を展開していくことが大切です。

○授業でペア学習やグループ学習をする際は、「何について話すのか？」を明確に示すことが大切
です。

○ 習得した知識・技能を活用して問題解決を図る場を設定することが大切です。その際、「何故そ
うなるのだろう」「どのようにしたらよいのだろう」という問いを大切にすることが重要です。


